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特別利益（負ののれん発生益）の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成24年11月期第２四半期において、特別利益（負ののれん発生益）を計上することにな

りましたのでお知らせするとともに、最近の業績動向等を踏まえ、本年１月11日の「平成23年11月期 

決算短信」で公表した平成24年11月期（平成23年12月１日～平成24年11月30日）の第２四半期累計期

間および通期の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．第２四半期累計期間業績予想数値の修正（平成 23年 12月１日～平成 24年 5月 31日） 

(連結)                                （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） ６７，５００ ８３０ ８２０ ９５ 7円 50銭 

今回修正予想（Ｂ） ６８，８００ １，２５０ １，２７０ ７７０   60円 78銭 

増減額（Ｂ－Ａ） １，３００ ４２０ ４５０ ６７５  53円 28銭 

増減率（％） １．９％ ５０．６％ ５４．９％ ７１０．５％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年 11月期第２四半期） 
６８，９５０ ９４６ １，０２０ ２７９ 22円 03銭 

 

(個別)                                （金額の単位：百万円） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） ３８，４００ ２９５ △３５ △2円 76銭 

今回修正予想（Ｂ） ３９，７４０ ４１０ １３０ 10円 26銭 

増減額（Ｂ－Ａ） １，３４０ １１５ １６５ 13円 02銭 

増減率（％） ３．５％ ３９．０％ － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年 11月期第２四半期） 
４３，０７６ ３３９ △１０７ △8円 50銭 

 

 



 

２．平成 24年 11月期通期業績予想数値の修正（平成 23年 12月１日～平成 24年 11月 30日） 

（連結）                               （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） １３８，０００ ２，１００ ２，０９０ ６５０ 51円 30銭 

今回修正予想（Ｂ） １３９，０００ ２，２００ ２，２００ １，２００ 94円 72銭 

増減額（Ｂ－Ａ） １，０００ １００ １１０ ５５０ 43円 42銭 

増減率（％） ０．７％ ４．８％ ５．３％ ８４．６％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年 11月期通期） 
１４０，１２４ １，９３２ １，９７１ ４８９ 38円 67銭 

 

（個別）                               （金額の単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） ７７，７００ ８８０ ２８０ 22円 10銭 

今回修正予想（Ｂ） ７９，４００ ９２５ ３９０ 30円 78銭 

増減額（Ｂ－Ａ） １，７００ ４５ １１０ 8円 68 銭 

増減率（％） ２．２％ ５．１％ ３９．３％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年 11月期通期） 
８７，３６４ ７１３ △５０６ △40円 02銭 

 

３.修正の理由 

（１）特別利益（負ののれん発生益）の計上について 

   平成24年４月２日に公表いたしました「連結子会社株式の追加取得による完全子会社化に関す

るお知らせ」のとおり、当社連結子会社であるワイエムキユーソー株式会社の株式を追加取得

し、完全子会社化いたしました。これに伴う会計処理といたしまして、連結財務諸表上、平成

24年11月期第２四半期において、約364百万円の負ののれん発生益を計上する見込みであります。 

 

（２）連結、個別業績予想の修正 

平成24年１月11日に公表いたしました業績予想に対し、売上高は、既存の専用物流取引が減少し

たものの、共同物流および専用物流の領域拡大や新規受託が伸長したことにより、前回予想を上

回る見込みであります。利益は、燃料調達単価の上昇などがあったものの、共同物流の在庫・出

庫物量増による粗利益増加と保管・荷役作業の効率化や運送作業の合理化改善の進捗などにより、

前回予想を上回る見込みであります。 

 

 

（注）上記の予想は、本日現在における入手可能な情報および業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定

を前提としており、実際の業績は様々な要因で予想と異なる結果となる可能性があります。 

 

以  上 


